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？
き
好
が
山
蘇
阿

 

ら
た
れ
か
訊
と

。
す
ま
り
困
に
え
答

も
で
界
世

で
原
草
の
模
規
な
稀

、
て
ん
な
る
け
働

。
分
気
た
し
ク
ト
か
だ
ん
な

、
と
風
、
と
緑
、
と
地
大

て
え
据
を
腰

。
る
い
て
け
づ
つ
い
合
き
向

団
財
園
公
然
自

 

部
支
蘇
阿

美
直
部
木

。
す
ま
り
あ
が
ば
と
こ
う
い
と
、
然
自
の
ず
か
つ
手

条
玉
科
金
る
す
に
切
大
を
然
自
が
れ
そ
も
か
た
あ

で
う
そ
、
ど
れ
け
る
あ
も
と
こ
る
れ
わ
言
く
と
ご
の

の
そ
、
は
の
な
事
大
。
う
ま
し
て
し
消
を
姿
て
ち

り
入
金
筋
。
ん
さ
美
直
部
木
と
だ
の
な
方
り
わ
関

、
と
風
と
緑
と
地
大
て
え
据
を
腰
、
派
然
自
の

土
国
現
（省
設
建
旧
、
り
あ
で
士
修
の
攻
専
学
態

ル
イ
ア、
り
わ
携
に
園
造
の
園
公
市
都
で）
省
通
交

は
度
一
「、
え
す
た
き
で
ん
学
で
カ
リ
メ
ア
や
ド
ン
ラ

奥
の
そ
、
の
原
草
る
あ
が
史
歴
い
長
の
と
牛
。
る

。
す
ま
い
て
れ
か
惹
に
さ
深

り
ほ
か
上
田

行
を
理
管
地
現
の
物
生
生
野
少
希
や
園
公
立
国

や
を
ど
な
き
焼
野
、
が
々
方
の
合
組
野
牧
「。
る

支
て
し
り
た
し
備
整
を
道
農
に
う
よ
い
す
や
り

な
稀
も
で
界
世
。」
す
で
事
仕
も
の
る
す
援

ク
ト
か
だ
ん
な
、
て
ん
な
る
け
働
で
原
草
の
模
規

。
で
顔
笑
な
か
や
わ
さ
、
と
！
分
気
た
し

し
が
動
活
る
わ
関
に
山
お
「。
た
れ
さ
薦
推
て
し
と
地
補

阿
も
ち
育
も
れ
ま
生
、
は
ん
さ
子
り
ま
崎
山
の
ド
イ
ガ

ば
べ
学
、
と
こ
の
話
神
と
こ
の
史
歴
と
こ
の
質
地
。
だ
蘇

。」
す
で
前
人
半
だ
ま
だ
ま
「、
く
深
が
奥
に
ど
ほ
ぶ
学

に
剣
真
に
劇
形
人
は
代
時
学
大
、
劇
演
は
代
時
校
高

感
に
人
、
と
こ
る
す
現
表
で
か
な
の
そ。
だ
ん
組
り
取

、
り
お
て
し
験
経
も
さ
し
難
も
び
喜
の
と
こ
る
え
伝
を
動

ら
か
き
と
の
も
ど
子
「。
る
す
窮
に
え
答
ら
た
れ
わ
問
と

」
で
の
な
部
一の
体
身、
か
い
い
ば
え
言
う
ど。
い
合
き
付
の

阿蘇の自然を舞台に繰り広げている人びとの営みこそ
大きな訴求力を持っている、という考えで2013年秋に
スタートした「火の国阿蘇の恵みのブランド－然」。現在、
この活動の広報として、お一人お一人のポスターを制作し
ており、このページでも順次ご紹介します。ご期待ください。

あるがまま、という貴さ。

人と自然が共作する阿蘇。

然についてのお問い合わせは、
阿蘇市「草・観・然」活性化事業推進会議事務局

（阿蘇市観光まちづくり課）
TEL. 0967-22-3174 ／ FAX. 0967-22-4566

aso-zen.com

子
り
ま
崎
山
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　私は、高校受験に向けて日々勉強を頑張っています。そ
れと同時に農業をするという夢に向かって経験を積んでい
ます。
　私の父は、農家を営んでいて、そんな父の働く姿に魅了
され、自分の手で「野菜を作りたい」「父のようになりたい」
と思うようになりました。そう思うようになってからは、
暇なときや大型連休のときに父の手伝いをし、父に農業の
やり方などを教えてもらっています。
　将来、私は大規模農業を営み、周りの人々に安心、安全
な野菜を提供できる人物になりたいです。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
清
々
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
復
興
元
年
と
し
て
災
害

後
の
難
題
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
交
通
の
便
の
良
い
国
道
57

号
沿
い
に
場
所
を
移
し
た
阿
蘇
中
央

病
院
の
建
て
替
え
工
事
も
進
み
、
い

よ
い
よ
本
年
開
院
い
た
し
ま
す
。
名

称
は
「
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
決

ま
り
、
熊
本
大
学
病
院
と
の
緊
密
な

連
携
、
高
度
な
医
療
体
制
と
充
実
し

た
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
た
、

「
遠
く
ま
で
行
か
な
く
て
も
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
病
院
」
が
現

実
と
な
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
く
の
阿
蘇
広
域
消
防
本

部
庁
舎
も
老
朽
化
に
伴
い
新
築
さ
れ

ま
す
。
こ
ち
ら
も
秋
に
は
完
成
し
、

精
度
の
よ
い
通
信
シ
ス
テ
ム
等
が
整

備
さ
れ
ま
す
の
で
、「
阿
蘇
医
療
セ

ン
タ
ー
」
と
の
連
携
に
よ
り
、
さ
ら

に
高
度
な
救
急
体
制
が
構
築
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
機
能
強

化
を
図
り
、
皆
様
の
生
命
、
財
産
、

健
康
を
守
る
充
実
し
た
阿
蘇
市
を
築

い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
国
内
外
に
お
い
て
も
変

革
の
年
で
す
。
４
月
か
ら
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
５
年

後
の
減
反
の
廃
止
な
ど
は
、
本
市
の

市
民
生
活
や
基
幹
産
業
を
大
き
く
直

撃
す
る
も
の
で
す
。
阿
蘇
市
の
大
切

な
農
業
は
今
後
早
期
に
生
産
者
の

方
々
、
農
協
、
関
係
機
関
と
対
策
を

講
じ
、
急
速
に
変
化
す
る
社
会
に
遅

れ
な
い
よ
う
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
農
業
施
策
の
充
実
と
経
営
安
定
に

向
け
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
や
世

界
文
化
遺
産
、
草
原
特
区
、
Ｊ
Ｒ
九

州
の
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
な
な
つ

星
in
九
州
」
等
を
活
か
し
な
が
ら
、

自
然
環
境
保
全
も
併
せ
た
地
域
の
活

性
化
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
昨
年
秋
に
は
、
阿
蘇
の
振
興

と
観
光
を
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
た

「
然
（
ｚ
ｅ
ｎ
）」
を
発
表
し
、
自
然

と
向
き
合
い
共
作
す
る
「
人
」
を
主

役
に
阿
蘇
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し

ま
し
た
。「
然
」
と
い
う
家
族
を
通

じ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
や
夢
に

向
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、
人

が
輝
き
、
地
域
が
輝
き
、
暮
ら
し
て

良
い
、
訪
れ
て
良
い
、
魅
力
あ
る
社

会
を
つ
く
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
本
年
は
国
立
公
園
指
定
80
周

年
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
ー
開
通
50

周
年
に
あ
た
り
、ま
た
、環
境
省
が
、

は
な
阿
蘇
美
前
に
「
草
原
保
全
学
習

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
建
設
す
る

な
ど
い
く
つ
も
の
記
念
の
年
で
あ
り

ま
す
が
、喫
緊
の
取
り
組
み
は
、「
災

害
復
興
か
ら
飛
躍
す
る
阿
蘇
市
」
を

念
頭
に
、「
命
を
守
る
」
こ
と
を
第

一
に
、
防
災
意
識
、
組
織
の
強
化
を

図
り
な
が
ら
、
市
民
の
方
々
と
一
緒

に
災
害
に
強
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
を
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
、
未

来
に
翔は

ば
た
く
阿
蘇
市
を
創
り
上
げ
て

い
く
こ
と
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
健
康
が
一
番
！
元
気

が
一
番
！
」。
市
民
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
２
０
１
４
年
が
幸
多
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
い
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

阿蘇市長

佐 藤　 義 興

謹 賀　 新 年
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平
成
26
年
の
新
春
を
迎
え
、
市
議

会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
一
昨
年
、
予
期
せ
ぬ
未
曽
有
の

大
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
未
だ
復
旧
復

興
の
道
半
ば
で
あ
り
、
先
行
き
不
透

明
で
複
雑
な
心
境
の
ま
ま
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
方
々
も
少
な
く
な
い
と
ご

推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
１
年
６

か
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
間
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
の

ご
支
援
や
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
復
興

に
対
す
る
熱
い
思
い
、
強
い
願
い
が

大
き
な
力
に
な
り
、
当
時
の
悲
惨
な

状
況
か
ら
少
し
ず
つ
元
の
素
晴
ら
し

い
景
観
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

阿
蘇
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
根
本
的
な
災
害
対
策
や
施
策
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
施
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
行
政
と
と
も
に
国
や

県
の
関
係
機
関
に
対
し
て
要
請
を
行

い
、
万
全
の
対
応
を
強
く
求
め
て
い

き
ま
す
。

　
農
地
な
ど
の
災
害
復
旧
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
部
の
災
害
の
大
き
か
っ

た
地
域
を
除
き
、
年
度
内
に
工
事
を

終
え
る
予
定
で
す
。
急
傾
斜
地
に
隣

接
し
流
失
す
る
な
ど
、
被
害
の
大
き

か
っ
た
小
規
模
農
地
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
の
砂
防
・
治
山
工
事
と
併

せ
、
一
帯
の
防
災
・
減
災
に
繋
が
る

よ
う
、
周
辺
整
備
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
市
が
進
め
る
公
共
土
木
施
設
災
害

復
旧
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
内
完

了
の
予
定
で
す
が
、
橋
梁
４
件
は
来

年
度
ま
で
の
完
了
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
災
害
関
連
緊
急
砂
防
事
業
は

14
か
所
の
砂
防
堰
堤
の
全
て
の
工
事

発
注
を
終
え
、
こ
と
し
の
梅
雨
時
期

前
ま
で
に
竣
工
の
予
定
で
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
黒

川
激
特
事
業
の
取
り
組
み
な
ど
を
通

じ
て
、
三
度
こ
の
よ
う
な
惨
事
を
繰

り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
、
安
心
・
安
全
な
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
一
致
団

結
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
、
昨
年
５
月
に
世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
や
世

界
文
化
遺
産
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
９
月
に
は
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
へ
の
推
薦
が
決
定
。
ま
た
、
草
原

特
区
の
指
定
を
受
け
、
世
界
の
阿
蘇

で
あ
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
多
岐

に
わ
た
り
考
え
、
阿
蘇
市
の
繁
栄
の

た
め
に
市
民
の
皆
さ
ま
方
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
永
年
待
ち
望
ん
だ
阿
蘇
中
央
病
院

建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
春
の
開

院
に
向
け
、
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
総
合
医
療

の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
「
阿
蘇

医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
称
に
決

定
し
、
一
日
も
早
い
完
成
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
後
に
、
今
後
も
市
議
会
に
対
す

る
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

阿蘇市議会議長

阿 南　 誠 蔵

謹 賀　 新 年

Photo: 草原にたたずむ阿蘇の放牧馬
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一年を振り返る
阿蘇市の 2013 年
　「世界農業遺産認定」、「世界ジオパーク推薦決定」、「草原特区指定」
など、阿蘇の文化や自然のすばらしさが日本全国、世界に認知され、
阿蘇市の更なる飛躍へ向けて嬉しいニュースが多かった 2013 年。
一方で 2012 年の九州北部豪雨災害から一年が経ち、復興に向けて
災害に強い阿蘇市をつくることに努めた一年でもありました。
　そんな、2013 年の阿蘇市のできごとを写真を交えて振り返りま
す。皆さんはどんな一年でしたか？

1 月6
日　

�

消
防
団
出
初
式
で
功
労
者
表
彰
の

伝
達
と
43
人
に
10
年
勤
続
表
彰
を

授
与
。

13
日　

�

成
人
式
が
行
わ
れ
、
３
３
２
人
が

大
人
の
仲
間
入
り
。（
写
真
１
）

19
日　

�

高
校
総
体
と
国
体
の
２
冠
を
達
成

し
た
阿
蘇
中
央
高
校
女
子
柔
道
部

が
熊
日
ス
ポ
ー
ツ
賞
大
賞
に
輝
く
。

４
日　

�

阿
蘇
中
央
病
院
新
築
移
転
工
事
着

工
。旧
阿
蘇
中
学
校
跡
で
安
全
祈
願
祭
。

17
日　
�
任
期
満
了
に
伴
う
阿
蘇
市
長
選
挙

で
、
佐
藤
義
興
市
長
が
無
投
票
で

３
期
目
の
当
選
。

23
日　

�

碧
水
小
学
校
で
閉
校
式
典
。

２
日　
乙
姫
小
学
校
で
閉
校
式
典
。

３
日　
中
通
小
学
校
で
閉
校
式
典
。

９
日　

�

県
に
よ
る
黒
川
河
川
等
の
復
旧
工

事
が
本
格
的
に
始
ま
る
。
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
着
工
式
。

24
日　

�

一
の
宮
中
学
校
体
育
館
が
完
成
。

27
日　

�

米
塚
と
草
千
里
ヶ
浜
が
、
名
勝
及
び
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
。　
（
写
真
２
）

１
日　

�

市
役
所
が
組
織
再
編
。
消
防
団
や

区
長
も
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
。

9
日　

�

市
内
小
・
中
学
校
で
入
学
式
。
中

通
小
は
宮
地
小
に
編
入
。
阿
蘇
小

が
新
た
に
開
校
し
、43
人
が
入
学
。

23
日　

�

公
共
事
業
な
ど
か
ら
の
暴
力
団
排

除
を
盛
り
込
ん
だ
合
意
書
を
阿
蘇

警
察
署
と
締
結
。

上
旬　

�

花
の
祭
典
「
阿
蘇
の
花
ご
よ
み
」

開
催
。
各
所
で
花
に
関
す
る
催
し

が
あ
り
、観
光
客
で
賑
う
。（
写
真
３
）

29
日　

�

石
川
県
で
開
か
れ
た
国
連
食
糧
農

業
機
関
国
際
会
議
で
、
阿
蘇
地
域

が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
。

草
原
を
利
用
し
た
放
牧
や
採
草
、

野
焼
き
な
ど
に
よ
る
農
村
景
観
保

全
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

１
日　

�

外
輪
山
を
走
る
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

ス
ー
パ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か

れ
、
全
国
か
ら
１
６
０
０
人
超
が

出
場
し
、
健
脚
を
競
っ
た
。

8
日　

�
古
城
地
区
（
１
区
～
４
区
）
を

対
象
に
住
民
避
難
訓
練
を
実
施
。

２
２
２
人
が
災
害
を
想
定
し
避
難

経
路
な
ど
を
確
認
し
た
。（
写
真
４
）

ボクも、市のＰＲ活動に全国駆け回ったモ～

2月3月

4月5月6月

1

2

34

阿蘇市のイメージキャラクター
「あか牛くん」
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8
日　

�

豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
一
の
宮
高

齢
者
セ
ン
タ
ー
が
約
１
年
ぶ
り
に

再
開
。
同
月
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
も
再
開
し
、
温
泉
セ
ン

タ
ー
を
含
む
全
施
設
が
再
開
。

10
日　

�

阿
蘇
市
を
東
西
に
横
断
す
る
「
豊

後
街
道
」
と
的
石
御
茶
屋
跡
が
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
。

12
日　

�

豪
雨
災
害
か
ら
１
年
と
な
る
同
日
、

犠
牲
者
を
弔
う
豪
雨
災
害
犠
牲
者

阿
蘇
市
合
同
追
悼
式
が
営
ま
れ
、

遺
族
な
ど
４
２
０
人
が
参
列
。

　
　
　
　
（
写
真
５
）

21
日　
�
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
執
行
さ

れ
た
。阿
蘇
市
の
投
票
率
は
56.3
％
。

24
日　

�
全
日
本
高
校
馬
術
競
技
大
会
に
出

場
し
た
阿
蘇
中
央
高
馬
術
部
が
、

31
年
ぶ
り
の
優
勝
。

４
日　

�

豊
肥
線
宮
地
‐
豊
後
竹
田
間
の
復

旧
工
事
が
完
了
。
約
１
年
１
か
月

ぶ
り
に
運
行
再
開
。
Ｊ
Ｒ
宮
地
駅

な
ど
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り

運
行
再
開
を
祝
っ
た
。（
写
真
６
）

12
日　

�

子
ど
も
目
線
で
の
意
見
を
市
政
に

生
か
そ
う
と
、
初
め
て
の
子
ど
も

議
会
が
開
か
れ
る
。

7月8月

中
旬　

�

２
年
ぶ
り
に
各
所
で
開
か
れ
た
夏

祭
り
。
久
し
ぶ
り
の
祭
り
に
、
会

場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
た
。

１
日　

�

第
３
回
大
阿
蘇
元
気
ウ
オ
ー
ク
が

開
か
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、

全
国
か
ら
７
５
０
人
が
参
加
し
、

初
秋
の
阿
蘇
路
を
楽
し
ん
だ
。

　
　
　
　
（
写
真
７
）

４
日　

�

阿
蘇
市
金
婚
式
が
行
わ
れ
る
。
昭

和
38
年
に
結
婚
さ
れ
た
80
組
の
ご

夫
婦
が
金
婚
を
迎
え
た
。

7
日　

�

２
年
ぶ
り
に
モ
ー
モ
ー
フ
ェ
ス
タ

が
開
か
れ
、
あ
か
牛
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
を
楽
し
む
家
族
連
れ

な
ど
で
賑
っ
た
。

13
日　

�

阿
蘇
地
域
が
国
の
地
域
活
性
化
総

合
特
区
「
草
原
特
区
」
の
指
定
を

受
け
る
。

24
日　

�

阿
蘇
地
域
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
国

内
候
補
地
と
し
て
推
薦
決
定
さ
れ

る
。
市
役
所
に
推
薦
の
連
絡
が
あ

り
、
集
ま
っ
た
関
係
者
が
喜
び
を

分
か
ち
合
っ
た
。（
写
真
８
）

5
日　

�
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か

れ
、
県
内
外
10
団
体
が
出
演
。
約

２
千
人
が
来
場
。

9月10月

7
日　

�

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
新
庁
舎
の
工

事
の
工
事
着
工
。
こ
と
し
10
月
竣

工
予
定
。

18
日　

�

国
内
初
の
周
遊
型
豪
華
寝
台
列
車

「
な
な
つ
星
in
九
州
」
が
運
行
を

開
始
し
、
県
内
唯
一
の
停
車
駅
で

あ
る
阿
蘇
駅
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
る
。

上
旬　

�「
阿
蘇
の
文
化
芸
術
秋
の
祭
典
」

と
し
て
、
文
化
祭
や
子
ど
も
芸
術

祭
な
ど
が
開
か
れ
多
く
の
人
出
で

賑
う
。

１
日　
「�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
の
生
放
送

が
阿
蘇
体
育
館
で
行
わ
れ
、
大

盛
況
と
な
る
。

６
日　

�

阿
蘇
中
岳
の
噴
火
を
想
定
し
た
火

山
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
34
の
関

係
機
関
が
訓
練
に
臨
む
。

11 月12月

56

7

8

番外編！

2013 ゆ る キ ャ ラ
グランプリの結果

902位／ 1579位

ことしも
応援してね！



　
市
で
は
、
昨
年
秋
か
ら
新
し
い
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
阿

蘇
の
恵
み
の
ブ
ラ
ン
ド
『
然
』」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
あ
り
の
ま
ま
の

阿
蘇
の
雄
大
な
自
然
や
人
々
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
地
域
お
こ
し
と
誘
客
に
つ

な
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
す
る
市
民
な
ど
を「
然
」

に
認
定
し
、
阿
蘇
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　
11
月
21
日
に
市
内
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
発
表
会
で
は
、「
然
」
に
認
定
さ
れ

た
市
民
や
関
係
者
な
ど
２
０
０
人
が
参

加
し
、
証
状
の
贈
呈
式
や
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
認
定
者
を
代
表
し
て

田
中
泰
次
郎
氏
（
阿
蘇
た
い
ち
ゃ
ん
農

場
）
は
「
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
。
知

恵
と
汗
を
出
し
て
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

現
在
、「
然
」
の
認
定
数
は
１
０
０

件
で
、
観
光
振
興
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
誌
で
は
、
今
月
号
か
ら
「
然
」
に

認
定
さ
れ
た
方
々
を
毎
月
紹
介
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

熊本ＹＭＣＡと災害協定締結　～災害時に施設や備品を提供～

82014.01 広報あそ 

阿蘇市のニュースをお届けする フラッシュニュースＦＬＡＳＨ　  ＥＷＳN

❶「然」の認定者一人ひとりに証状が手渡されま
した。（写真は畜産家の橋本 凌さん）

「然」認定者のひとりで、昨年３月からジオガイ
ドとして活動している山崎まり子さんは「阿蘇は
景観ばかりに目が向かいがちだが人にスポットを
当てた取り組みは良いこと。自分の活動を通して

『この人に会いたい』と、また阿蘇に戻ってきて
もらえるように頑張りたい」と意気込みを語って
いました。

❷一人ひとりポスターを製作。写真は、クリエイ
ティブディレクターの曽谷哲朗氏、文章はコピー
ライターの植松二郎氏が手掛けており、それぞれ
の個性が魅力的に表現されています。

　
市
と
公
益
財
団
法
人
熊
本
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
（
菅
正
康
理
事
長
）
は
11
月

21
日
、「
災
害
時
に
お
け
る
避
難

所
等
の
供
給
及
び
平
常
時
に
お
け

る
防
災
活
動
へ
の
協
力
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
九
州
北
部
豪
雨

災
害
の
教
訓
を
も
と
に
、
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
た
は

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
、
円
滑
か
つ
効
果
的
に
被
害

の
軽
減
・
被
災
者
支
援
を
行
う
た

め
、
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
所
有
す
る

保
育
園
な
ど
阿
蘇
市
内
の
６
施
設

を
避
難
所
と
し
て
提
供
、
ま
た
救

援
・
救
助
に
伴
う
備
品
な
ど
を
提

供
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

締
結
式
で
握
手
を
交
わ
す
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
堤
氏
（
左
）
と
佐
藤
市
長

観
光
振
興
の
新
た
な
起
爆
剤
に
。

阿
蘇
の
恵
み
の
ブ
ラ
ン
ド
「
然
」
が
ス
タ
ー
ト

❶❷
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第
９
回
阿
蘇
市
民
地
域
対
抗
駅
伝

大
会
が
12
月
１
日
、
阿
蘇
市
役
所
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
か
れ
、
市

内
11
校
区
か
ら
16
チ
ー
ム
、
小
学
生

か
ら
50
代
ま
で
の
総
勢
２
３
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、12
区
間
（
全
長
約
21
㌔
）

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
レ
ー
ス
中
盤

の
接
戦
を
抜
け
出
し
た
阿
蘇
西
Ａ
チ

ー
ム
が
、初
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
沿
道

で
は
選
手
の
力
走
に
盛
ん
な
声
援
が

送
ら
れ
、盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

広
告

優勝した阿蘇西Ａチームの皆さん

1 区 古　　勇介 乙姫 7 区 川上　拓也 阿蘇西Ｂ
2 区 高日　春幸 宮地Ｃ 8 区 小野　伽仁 尾ヶ石
3 区 江藤　清男 碧水 9 区 藏原　彩音 坂梨

4 区
塚本　和寛 宮地Ａ 10 区 甲斐　秀美 波野Ａ
坂田　功志 碧水 11 区 岩永ちあき 宮地Ａ

5 区 高日友紀乃 宮地Ａ 12 区 上田　俊輔 内牧Ａ
6 区 家興　隼斗 山田Ｂ

●区間賞

●最優秀賞　郷良尚（阿蘇西Ａ）
●優 秀 賞　塚本和寛（宮地Ａ）、藏原彩音（坂梨）
●チーム順位　（優　勝）阿蘇西Ａ
　　　　　　　（準優勝）坂梨
　　　　　　　（第３位）宮地Ａ

全国大会出場おめでとう！！

第 93回全国高等学校ラグビー大会
（大阪府、12月 27日～）

●九州学院高校
　石田一貴さん（３年、乙姫小出身）
　石田大河さん（１年、　　〃　　）

第18回全国高等学校日本拳法選抜大会
（大阪府、３月 29日～）

●阿蘇中央高校
　谷口　毅さん（２年、阿蘇中出身）
　市原聖矢さん（２年、波野中出身）
　藤井　治さん（２年、　　〃　　）
　後藤大樹さん（１年、　　〃　　）

第22回全日本大学女子サッカー選手権大会
（兵庫県、12月 25日～）

●武蔵丘短期大学
　橘木友理恵さん（２年、阿蘇北中出身）

第４回女子ユース（U-15）フットサル大会
（三重県、1月 12日～）

●エスペランサ熊本
　島津安里さん（阿蘇中 2年）

City Topics ま ち の 話 題

まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

阿
蘇
西
Ａ
チ
ー
ム
が
初
優
勝

第
９
回
阿
蘇
市
民
地
域
対
抗
駅
伝
大
会



まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
波
野
の
旬
の
食
材
を
使

っ
た
家
庭
料
理
が
好
評

の
「
旬
菜
家
庭
料
理
レ
ス

ト
ラ
ン
（
や
す
ら
ぎ
交
流

館
）」
が
オ
ー
プ
ン
２
周

年
を
記
念
し
12
月
１
日
、

関
係
者
や
常
連
客
な
ど
70

人
を
招
待
。
初
企
画
の
バ

イ
キ
ン
グ
で
も
て
な
し
ま

し
た
。

　
バ
イ
キ
ン
グ
に
は
、
里

芋
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
食

材
を
生
か
し
た
料
理
を
は

じ
め
、
き
ん
ぴ
ら
や
に
し

め
な
ど
約
30
種
類
の
料
理

が
ズ
ラ
リ
と
並
び
ま
し

た
。

　
招
待
客
は
「
同
じ
食
材

で
も
い
ろ
ん
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
す
ご

１． 旬菜レストランの皆さん。毎月、季節感のあ
る料理を提供できるよう工夫し、毎回 50 ～ 60
人が訪れるほどの人気ぶり。

２． 波野の食材を生かしたバリエーション豊富な
料理が並び、招待客は舌鼓を打っていました。

　
地
元
の
事
業
者
３
者
（
㈲
杉
田
建
設
、
㈲

鎌
倉
商
店
、
㈲
阿
蘇
管
理
セ
ン
タ
ー
）
が
11

月
20
日
、
尾
ヶ
石
東
部
小
学
校
へ
登
下
校
時

に
着
用
す
る
安
全
ベ
ス
ト
60
着
を
贈
り
ま
し

た
。

　
こ
の
安
全
ベ
ス
ト
は
、
阿
蘇
警
察
署
赤
水

駐
在
所
の
宇
佐
川
照
孝
警
部
補
が
考
案
し
た

も
の
で
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
ま
ま
着

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
反
射
材
付
き
の
蛍
光

色
の
ベ
ス
ト
が
身
体
を
覆
い
ま
す
。
現
在
、

阿
蘇
西
小
学
校
と
山
田
小
学
校
の
全
児
童
が

着
用
し
て
お
り
、
今
回
、
宇
佐
川
氏
の
働
き

掛
け
に
３
事
業
者
が
協
力
し
た
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
㈲

鎌
倉
商
店
の
鎌

倉
吉
孝
社
長

は
、「
ベ
ス
ト
を

着
用
し
て
命
を

大
事
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
児
童

は
「
今
ま
で
以

上
に
安
全
に
気

を
付
け
て
登
下

校
し
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

安全ベストで安心登下校
地元事業者が尾ヶ石東部小に寄贈

２
・
３
年
生
の
児
童
と
、
上
段
は
鎌
倉
さ
ん

（
右
）、
阿
蘇
管
理
セ
ン
タ
ー
の
松
田
さ
ん
（
左
）
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い
」「
今
回
の
料
理
を
参

考
に
し
て
食
卓
に
も
並
べ

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
レ
ス
ト
ラ
ン
を
企
画

し
た
や
す
ら
ぎ
交
流
館
の

望
月
克
哉
館
長
は
「
お
母

さ
ん
方
が
笑
顔
で
お
客
さ

ん
を
も
て
な
し
、
実
家
に

帰
っ
て
き
た
か
よ
う
な
レ

ス
ト
ラ
ン
の
雰
囲
気
が
良

い
。
次
の
世
代
に
味
や
技

を
伝
承
で
き
る
よ
う
に
お

手
伝
い
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

1

2

愛
情
た
っ
ぷ
り
「
母
の
味
」
で
お
も
て
な
し
！
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第
26
回
全
国
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
が
11
月
24
日
、
大
阪
府
で
開
か

れ
、
九
州
代
表
チ
ー
ム
の
熊
本
工
業

高
校
と
玉
名
女
子
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ

出
場
し
、見
事
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
熊
本
工
業
高
に
は
、森
航
さ
ん（
３

年
、
阿
蘇
北
中
出
身
）
と
金
子
瑠
華

さ
ん
（
２
年
、一
の
宮
中
出
身
）
が
、

玉
名
女
子
高
に
は
青
栁
祐
香
さ
ん

（
２
年
、一
の
宮
中
出
身
）が
在
籍
し
、

そ
れ
ぞ
れ
力
を
発
揮
し
受
賞
に
貢
献

し
ま
し
た
。

全国の舞台で堂々の金賞受賞！
第 26回全国マーチングコンテスト

森 航さん
（チューバ）
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金子 瑠華さん
（トロンボーン）

青栁 祐香さん
（トランペット）

　
阿
蘇
中
岳
の
大
噴
火
を
想
定

し
た
火
山
防
災
訓
練
（
阿
蘇
火

山
防
災
会
議
協
議
会
主
催
）
が

12
月
６
日
、
火
口
一
帯
で
行
わ

れ
、
市
や
近
隣
町
村
、
関
係
機

関
な
ど
34
団
体
約
４
０
０
人
が

参
加
。
救
出
、
救
護
の
一
連
の

流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
噴
火
に
よ
り
負
傷
し
た
観
光

客
を
救
出
し
、
火
口
か
ら
２
㌔

離
れ
た
山
上
ス
キ
ー
場
跡
駐
車

場
で
の
救
護
を
想
定
。
警
察
や

自
衛
隊
、
消
防
な
ど
が
連
携
し

て
、
負
傷
し
た
観
光
客
を
担
架

に
乗
せ
次
々
に
救
出
し
、
応
急

処
置
や
病
院
搬
送
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
火
山
ガ
ス

が
滞
留
し
ガ
ス
マ
ス
ク
を
装
着

し
て
の
訓
練
と
な
り
、
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
の
中
、
参
加
者
は

真
剣
な
面
持
ち
で
訓
練
に
臨
み

ま
し
た
。

中岳火口際で、負傷者役の市職員を救出する消防署員

阿
蘇
火
山
の
噴
火
に
備
え
訓
練

火
山
防
災
訓
練

　

西
日
本
シ
ス
テ
ム
建
設
㈱

（
柏
尾
敬
秀
代
表
取
締
役
社
長
、

熊
本
市
）
は
12
月
11
日
、
㈶
阿

蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
へ
無
線

機
と
刈
払
機
（
各
10
台
）
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
平
成
16
年
か
ら
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
が
行

う
阿
蘇
地
域
の
野
焼
き
に
参

加
。
来
年
、
会
社
創
立
60
周
年

を
記
念
し
、
野
焼
き
時
に
不
足

し
て
い
る
無
線
機
な
ど
の
機
材

を
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
寄
贈

し
た
も
の
で
す
。

　
市
役
所
で
行
わ
れ
た
寄
贈
式

で
、
柏
尾
社
長
は
「
こ
れ
か
ら

も
野
焼
き
や
輪
地
切
り
に
参
加

し
、
草
原
を
守
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

刈
払
機
を
手
わ
た
す
柏
尾
社
長
（
左
）

野焼きに役立てて　　西日本システム建設㈱が機材を寄贈



　
昨
年
秋
の
叙
勲
で
、
学
校
歯
科
保
健
の
普

及
に
尽
力
し
た
功
労
が
認
め
ら
れ
、
学
校
歯

科
医
の
安
光
千
年
氏
（
85
歳
、
坊
中
）
が
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
光
氏
は
、
50
年
以
上
に
わ
た
り
学
校
歯

科
医
と
し
て
小
・
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
健

診
や
予
防
、
指
導
に
携
わ
り
歯
科
保
健
の
普

及
啓
発
、
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
も
現
役

歯
科
医
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
安
光
氏
は

「
阿
蘇
の
地
で
長
く
歯
科
医
療
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
、
歯
科
医
師
会
の
先
生
方

や
地
域
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
歯
科
医
療
に
貢
献
で

き
る
よ
う
精
進
し
た
い
」
と
受
章
の
喜
び
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください
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学校歯科医として 50 余年
安光千年氏に瑞宝双光章

市
役
所
で
市
長
と
談
話
す
る
安
光
氏

　
阿
蘇
市
出
身
で
元
幕
下
力
士
兜か
ぶ
と
い
わ
岩
の
真
鍋

洋
司
氏
が
12
月
11
日
、
坂
梨
小
学
校
を
訪
れ

児
童
と
相
撲
を
通
じ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
児
童
10
数
人
が
真
鍋
氏
と
対

戦
。
片
手
で
持
ち
上
げ
ら
れ
た
り
弾
き
飛
ば

さ
れ
る
一
面
も
あ
り
、
大
き
な
歓
声
と
笑
顔

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
対
戦
し
た
児
童
は
「
本
物
の
お
相
撲
さ
ん

と
相
撲
が
と
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
笑

顔
。
真
鍋
氏
は
「
ど
ん
な
こ
と
で
も
い
い
の

で
、
一
つ
の
こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ

と
が
大
事
」
と
児
童
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り

ま
し
た
。

　
真
鍋
氏
は
15
歳
か
ら
相
撲
界
入
り
し
、
昨

年
の
九
州
場
所
ま
で
の
12
年
間
、
活
躍
し
ま

し
た
。

大きい体に体当たり！！
元力士が小学校を訪問

真
鍋
氏
（
写
真
右
）
と
楽
し
く
相
撲
を
と
る
子
ど
も
た
ち
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

が
12
月
１
日
、
阿
蘇
体
育
館
で
開
か
れ
大
勢

の
観
覧
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
前
日
の
予
選
会
で
２
５
０
組
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
20
組
が
出
場
し
、自
慢
の
歌
を
披
露
。

出
場
者
の
熱
唱
、
熱
演
で
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
結
果
は
７
組
が
合
格
、
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
専
門
学
校
に
通
う
阿
蘇
市
黒
川

の
立
石
崇
純
さ
ん
（
19
歳
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
ゲ
ス
ト
の
野
口
五
郎
さ
ん
、
石
川

さ
ゆ
り
さ
ん
の
歌
声
も
披
露
さ
れ
、
大
盛
況

の
内
に
番
組
放
送
を
終
え
ま
し
た
。

特別賞を受賞した市内の病院に勤める３人組

自慢の歌を熱唱
阿蘇市で「ＮＨＫのど自慢」生放送
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[ お詫びと訂正 ]
広報あそ 12 月号 13 ページ記載の阿蘇市文化祭主催の阿蘇市
文化協会の会長名に誤りがありました。訂正してお詫びします。

今月の
テーマ 私が取り組む「エコ」なこと

（宮地小学校６年生の皆さん）

●�あついひは電気を消してプールへＧＯ（市原尚
なおや
也）

●�ねるときは、クーラー消してまどあける（三嶌洋
ひろと
人）

●ごみがでたらポイ捨てせずにごみ箱へ��（山内華
かのん
音）

●えんぴつは�短くなるまで�使いましょう（高橋由
ゆ い
衣）

●れいぼうおんどを１どあげる　　（三城葵
き ら
空）

●食器を洗うせんざいの量をすくなくする（小野綺
あやか
夏）

●もらった服は最後まで使おう　（武藤明
あ す か
日香）

●�電気をつかわないで、
　ローソクやうちわですごす　　　（山部琢

たくみ
美）

●ふるくなったジーパンはバッグにする（皆本　天
てん
）

●晴れた日には電気を消すのを
　わすれないでねお父さん　　　　（野中秀

ひであき
明）

阿 蘇ん 子 ト ー ク！

誤：後藤新一会長　正：小嶋維男会長

●きなくなった服はすてずに
　弟やいとこにあげる　　　　　　（河島光

こうが
我）

●ばあちゃんは、ざんぱんを畑の
　ひりょうにしている　　　　　　（岩下大

だいち
地）

●いらなくなった服をリサイクル　（服部勇
ゆうき
希）

●買い物の時はエコバッグを持って行く（宮本　瞳
ひとみ
）

●お母さんがいらない服を自分がもらう（竹澤桃
ももか
花）

●たまには車にたよらず歩こう　（村上夏
な な せ
奈瀬）

●�たて 50cmの自分専用扇風機を回してなる
べくエアコンをつけません！　　（笹原理

り こ
瑚）

●えん筆が短くなったらコンパスに使おう！（井芹明
あ す か
日香）

●いらなくなった服は、再利用して使います（市原智
ち か
佳）

●山でポイ捨てをしないようにする（山口絋
こうき
生）

●カンを集めて小学校でリサイクル（岩下壱
いっせい
成）

●おかあさんはつかえなくなった
　ふくをなにかにかえちゃう　　　（廣田涼

りょうた
大）

●ペットボトルは上の方を切って
　かざりをつけてペン立てにする（廣瀬華

か り な
莉奈）

道
の
駅
阿
蘇
に
電
気
自
動
車
寄
贈

日
産
自
動
車
（
株
）

　
日
産
自
動
車
株
式
会
社
か
ら
電

気
自
動
車
「
日
産
リ
ー
フ
」
と

電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
「LEA

F�to�
H
om
e

」
各
１
台
が
道
の
駅
阿
蘇

に
贈
ら
れ
、
12
月
２
日
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

�

電
気
自
動
車
は
、
日
常
生
活
や

地
震
、
台
風
に
よ
る
停
電
な
ど
緊

急
時
に
お
い
て
も
、
移
動
可
能
な

電
源
と
し
て
利
用
可
能
。同
社
が
、

災
害
時
の
電
力
供
給
や
、
地
域
住

民
の
日
常
生
活
の
向
上
に
活
用
し

て
も
ら
お
う
と
、
全
国
47
都
道
府

県
に
各
１
台
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
式
で
は
、
熊
本
日
産
自
動
車
株

式
会
社
坂
田
信
治
社
長
が
、「
日

産
リ
ー
フ
は
、
災

害
時
の
電
力
供

給
源
に
も
な
り
、

排
出
ガ
ス
ゼ
ロ

で
ク
リ
ー
ン
で

す
。
電
気
自
動

車
を
普
及
さ
せ
、

低
炭
素
社
会
づ

く
り
を
目
指
し

た
い
。」
と
あ
い

さ
つ
。
佐
藤
市

長
か
ら
お
礼
の

言
葉
と
感
謝
状

が
同
社
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

電気自動車を
初めて充電す
る佐藤市長と
坂田社長（右）



　
旧
阿
蘇
町
議
会
議
員

と
し
て
４
期
16
年
の
永

き
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
進
展
に
尽
力
し
功
績

が
あ
っ
た
と
し
て
、
岩

村
鐵
雄
氏
（
88
歳
、
車

帰
）
が
旭
日
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
岩
村
氏
は
、
昭
和
57

年
の
初
当
選
以
来
、
平

成
10
年
ま
で
議
員
と
し

て
奉
職
。
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
委
員
長
、
経

済
常
任
委
員
会
委
員
長

な
ど
を
歴
任
し
、
バ
ブ

　
世
界
農
業
遺
産
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
29

日
、
市
内
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
市
民
や
関
係
者

な
ど
３
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
蒲
島
郁
夫
知
事
を
は

じ
め
世
界
農
業
遺
産
推

進
の
第
一
人
者
で
あ
る

宮
本
け
ん
し
ん
氏
、
南

阿
蘇
村
の
農
業
大
津
愛

梨
さ
ん
が
登
壇
し
、
世

界
認
定
決
定
時
に
実
際

に
行
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
再
現
。
宮

世界農業遺産のこれからを考える
世界農業遺産シンポジウム

　
人
権
週
間
に
合
わ
せ

人
権
意
識
の
高
揚
を
図

ろ
う
と
12
月
５
日
、
阿

蘇
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
阿
蘇
体
育
館
で

開
か
れ
、
約
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
水
俣
病

を
テ
ー
マ
に
し
た
小
学

校
の
学
習
新
聞
や
ポ
ス

タ
ー
、
標
語
、
男
女
共

同
参
画
川
柳
な
ど
の
展

示
の
ほ
か
、
障
害
者
支

援
施
設
阿
蘇
く
ん
わ
の

人権擁護委員による劇のようす

差別のない明るい社会を目指して
2013 阿蘇市人権フェスティバル

伝
達
式
で
勲
記
を
受
け
取
っ
た
岩
村
氏
（
右
）
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まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

City Topics ま ち の 話 題

地方自治の進展に貢献　岩村鐵雄氏に旭日単光章

ル
崩
壊
後
の
景
気
低
迷

の
な
か
、
議
会
の
中
心

と
な
り
行
政
経
費
の
節

減
や
、
適
正
な
事
業
の

選
択
等
を
執
行
部
に
強

く
訴
え
健
全
財
政
の
確

立
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
岩
村
氏
は
「
地
域
の

方
々
に
は
大
変
お
世
話

な
っ
た
と
同
時
に
、
家

族
に
も
支
え
ら
れ
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し

た
。

本
氏
は
「
農
業
の
価
値

や
食
文
化
を
伝
え
て
い

く
の
は
農
家
だ
け
で
は

な
い
。
食
に
関
わ
る
人

や
消
費
者
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
す
る
こ
と
が

大
事
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
国
連
大
学
の

竹
内
和
彦
所
長
が
、
世

界
農
業
遺
産
の
意
義
と

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

講
演
し
ま
し
た
。

プレゼンテーションのようす

里
な
ど
に
よ
る
物
品
販

売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
人
権
啓
発
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
コ
ッ
コ
ロ
」

を
交
え
た
ス
テ
ー
ジ
シ

ョ
ー
を
は
じ
め
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
家
庭

の
中
の
介
護
を
テ
ー
マ

に
し
た
人
権
劇
が
上
演

さ
れ
る
な
ど
、
人
権
問

題
を
見
つ
め
直
す
一
日

と
な
り
ま
し
た
。



　

市
で
は
、

一
昨
年
の
７

月
12
日
に
発

生
し
た
豪
雨

災
害
の
教
訓

を
風
化
さ
せ

ず
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
災
害
記
録
誌
を

発
行
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
へ
は
、
各
区
長
を
通
じ

一
世
帯
に
一
冊
、無
料
で
お
配
り
し
ま
す
。

　
記
録
誌
の
最
後
に
は
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
さ
れ
ご
家
庭
の
防
災
に
お
役
立
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※�

区
へ
の
未
加
入
な
ど
で
記
録
誌
が
届
か

な
か
っ
た
世
帯
の
方
は
、
阿
蘇
市
役
所

及
び
各
支
所
、
阿
蘇
図
書
館
、
一
の
宮

図
書
館
で
お
配
り
し
ま
す
の
で
、
お
手

数
で
す
が
受
け
取
り
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※�

一
般
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
価
格
は

１
０
０
０
円
（
税
込
）
で
、
売
上
金
は

復
興
支
援
に
活
用
し
ま
す
。
市
役
所
本

庁
及
び
各
支
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※�

災
害
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
７
０
０
円
）
も
１

月
中
旬
か
ら
販
売
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　
総
務
課
☎
２
２
‐
３
１
１
１
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ごみ収集場所から資源物を持ち去ることは条例により罰せられます
市民課 生活衛生係 　☎２２－３１３５　お５５－３１３５

お知らせ

　
源
物
を
ご
み
収
集
場

所
か
ら
無
断
で
持
ち

去
る
行
為
が
多
発
し
て
い
ま

す
。

　
資
源
物
は
収
集
後
に
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
に
売
却
し
、
そ

の
収
益
は
全
額
ご
み
処
理
の

経
費
と
し
て
充
当
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
や
市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
と

な
り
ま
す
。

　
市
は
、
収
集
場
所
か
ら
資

源
物
の
持
ち
去
り
行
為
を
禁

止
す
る
た
め
、「
阿
蘇
市
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
等
に

関
す
る
条
例
」
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

資

City�information 市役所からのお知らせ

改正のポイント
1�市が委託した業者以外
の者が、資源物を収集
運搬する行為をしては
ならないことを明文化
しました。( 資源物の持
ち去り行為の禁止 )

2�市長は条例に違反して
資源物を収集運搬した
者に対し持ち去りを行
わないよう「命令」す
ることができます。

3�市長は上記の命令を受
けた後もなお持ち去り
行為をした者に対し、
氏名等の公表及び 5万
円以下の「過料」を科
すことができます。

※�資源物とは再生利用を
目的として分別、収集
するものをいいます。
( 新聞、雑誌、空き缶、
空き瓶、金属くず、ペッ
トボトルなど )

　
今
後
、
市
職
員
な
ど
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化

し
て
い
く
予
定
で
す
。
資
源

物
の
持
ち
去
り
行
為
を
な
く

す
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

�【
お
願
い
】

①�

資
源
物
を
持
ち
さ
っ
た
者

に
対
し
て
、
直
接
注
意
し

た
り
、
車
両
な
ど
を
制
止

さ
せ
た
り
す
る
行
為
は
、

ト
ラ
ブ
ル
や
危
険
を
伴

う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
の
で
お
や
め
く
だ
さ

い
。

②�

持
ち
去
り
行
為
を
発
見
し

た
場
合
に
は
、
日
時
、
場

所
、
持
ち
去
ら
れ
た
資
源

物
の
種
類
、
車
両
番
号
や

持
ち
去
っ
た
者
の
特
徴

な
ど
を
市
民
課
（
☎
２
２

‐
３
１
３
５
）
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

③�

回
収
日
の
前
日
に
資
源
物

が
出
さ
れ
て
い
る
場
合
、

持
ち
去
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、新
聞
、

雑
誌
な
ど
の
紙
類
は
、
失

火
な
ど
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
資
源
物
は
、
回
収

日
当
日
（
朝
８
時
30
分
ま

で
）
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。

九
州
北
部
豪
雨

阿
蘇
市
災
害
記
録
誌
を

発
行
し
ま
し
た



市役所からのお知らせ

新しい民生委員児童委員が決まりました
福祉課 総合福祉係　☎２２－３１６７　お５５－３１６７

　
年
12
月
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
民
生
委

員・児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
（
合

計
86
名
）
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。
各
委
員
の
連
絡
先
な
ど
は
福
祉
課
で
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
中
で

相
談
や
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
阿
蘇
市
民
生
委

員
推
薦
会
に
よ
り
選
出
さ
れ
、
民
生
委
員
法
に

よ
り
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
同

時
に
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
委
員
の
中
か

ら
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当

す
る
主
任
児
童
委
員
も
指
名
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
任
期
は
３
年
間
（
平
成
25
年
12
月
１

日
～
平
成
28
年
11
月
30
日
ま
で
）
で
す
。

昨
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一
の
宮
地
区

宮
地

町 1区、2区 山口　みつる
北 1区 川野美佐子
北 2区 和田つよ子
東 1区 中島元比古
東 2区 佐藤　堅正
東 3区 井　せい子
西 1区 甲斐千美江
西 2区、3区 岩下ツキ子
古神 1区 甲斐　良子
古神 2区 伊藤　洋子
古神 3区
（農免道路より北側の地域） 林　　和子

古神 3区
（農免道路より南側の地域） 村上　幹夫

分 1区 村山　健德
分 2区 吉岡ナオミ
分 3区 杉本　　學
塩塚 後藤　須子

坂
梨

古閑、神石、福岡 上村　功夫
上町、東仲、西仲 俵　　征子
下町、桜町、福原 吉田マサ子
馬場、豆札 鳴川　成清

古
城

1 区、2区 坂梨　英次
3-1 区、3-2 区、4区 古閑　正隆
5-1 区、5-2 区 髙橋　一郎
6区、7区 山城　雪江

中
通

原口、井手、西井手、中原 福島　鐵冶
上西河原、下西河原 松田　勝吉
西下原、東下原、片隅 岩本　弘史
荻の草、舞谷 井野　輝雄
主任児童委員 永松　博之
主任児童委員 山下由紀江

阿
蘇
地
区

内
牧

内牧 1区 荒上　征善
内牧 2区（南） 林　　安治
内牧 2区（北） 佐藤ユイ子
内牧 3区 川口　芳巳
内牧 4区 髙野　秀子
内牧 5 区、前町、裏町、
竹林住宅 藤田チエ子

内牧 5区、竹林、新橋住宅 木山　征子
内牧 5区、下り山住宅、向平 三國そえ子
成川、浜川 和田ノリ子
小里 大倉　朝子
湯浦、南宮原 髙宮　晴夫
西湯浦、深葉 小島ヤス子
西小園 小野　善治
宇土 永田�マサ子
折戸 岩下　西雄

《
主
な
活
動
内
容
》

○�

担
当
地
区
の
住
民
の
実
態
や
福

祉
需
要
を
日
常
的
に
把
握
し

ま
す
。

○�

地
域
住
民
が
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

○�

福
祉
需
要
に
対
応
し
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う

関
係
行
政
機
関
や
団
体
と
の

パ
イ
プ
役
を
努
め
ま
す
。

○�

生
活
支
援
体
制
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

受賞おめでとうございます
全国民生委員児童委員連合会会長表彰

　民生事業の振興を図るため、民生委員・児
童委員として昨年の 11 月 30 日現在で 17 年
以上その業務に従事している委員に表彰状が
授与されました。

（受賞者）
亀井　カヨ子さん（本村）

（敬称略）



紹　介

市民の皆さまへ、大事なお知らせや制度などを紹介するコーナーです。
お問い合わせは各担当課までお気軽にどうぞ。（おはお知らせ端末の番号）City�information
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阿
蘇
地
区

山
田

小倉、西小倉 西村　一子
今町、黒流町、小池 池田ヒデ子
山田、原の口、鷲の石、茗ヶ原 大倉　政輝
本村、小野田町、下の原、新村 小野　正敏

黒
川

上役犬原（小島） 杉本　修子
上役犬原 山口　哲廣
下役犬原、道尻 森　　範雄
西町 佐藤　孝幸
竹原 佐藤　好美
蔵原 竹原ナホ子
東黒川 西山スミエ
坊中（南） 軽木　信子
坊中（北） 松本　妙子
南黒川 寺原ツル子
元黒川 宮本　秀雄
北黒川 江藤　政敏
上西黒川 森　　郁朗
下西黒川、社宅
（乙姫・堤地区） 立石　丸美

乙姫（西）、中谷、下谷、
ハイランド 齋藤　哲男

乙姫（東） 伊藤　定照
黒川千丁、
住宅（乙姫３ヶ所） 西岡　光俊

永
水

永草 小山　利雄
枳 種子野榮子
赤水（国道５７号線より北側の地域） 林田　絹子
赤水（国道５７号線より南側の地域） 山口けい子
車帰 宮本　素子

尾
ヶ
石

狩尾一区 髙橋　良子
狩尾二区 中川ミヨ子
狩尾三区 坂梨　正章
跡ヶ瀬 江入　鐵雄
的石 菅 　 正 子
主任児童委員
（内牧・山田） 井　小夜美

主任児童委員（黒川） 髙津　邦子
主任児童委員
（永水・尾ヶ石） 坂口　千春

波
野
地
区

滝水、中江、仁田水、山崎 大塚　國勝
立塚、横堀、遊雀、中道 岩下　　治
大道、坂の上 内田　昭一
小園、小地野、笹倉 丸山　正春
楢木野、赤仁田 飛田　靜美
主任児童委員 天艸江里子
主任児童委員 古庄　志保

熊本城マラソン２０１４が開催されます！
２月１６日日は、交通規制と
ノーマイカーデーへのご協力をお願いします

　 ２ 月 16 日 日、
熊本市内で「熊
本 城 マ ラ ソ ン
２０１４」が開催
されます。大会当
日は、長時間にわ
たり大規模な交通
規制を行いますの
で、マラソンコー
ス沿線以外の通行
可能な道路におい
ても、大幅な渋滞
が予想されます。
　大変ご迷惑をおかけしますが、県内外か
ら多くのランナーが参加される「熊本城マ
ラソン 2014」の開催に、温かいご理解と
ご協力をお願いします。
　また、特に熊本市内へお出かけの際には、
マイカーの使用をひかえ、公共交通機関の
ご利用をお願いします。２月１６日（日）は、
ノーマイカーデーにご協力ください。
　交通規制についての詳細は、「熊本城マラ
ソンホームページ」をご確認ください。
（http://kumamotojyo-marathon.jp/）

※�郵便物や宅配便などが遅れて届くことも
予想されます。

（問い合わせ）
熊本城マラソン実行委員会事務局　
☎ 096-328-2373

主催/熊本城マラソン実行委員会（熊本市・熊本日日新聞社・一般財団法人熊本陸上競技協会）
主管/一般財団法人熊本陸上競技協会・熊本市陸上競技協会
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市役所からのお知らせ

市県民税・国保税の申告が始まる前にご準備を（2月 17日から）
税務課　☎２２－３１４８　お５５－３１４８

　
成
25
年
分
市
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
の
申
告
が

２
月
17
日
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
あ
そ
２
月
号
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
日
程
表
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
必
要
な
書
類

を
持
参
の
上
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
　

　
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
阿

蘇
市
に
住
所
が
あ
る
人
で
次
に
該

当
す
る
人
な
ど

▽�

営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
収
入

や
不
動
産
収
入
が
あ
る
人

▽�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
人

▽�

給
与
所
得
が
２
ヶ
所
以
上
あ
り

年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
人

▽�

報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及
び
賞

金
等
の
支
払
を
受
け
た
人

▽�

医
療
費
控
除
等
の
所
得
控
除
を

受
け
る
人

▽�

肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
農
業
所

得
の
課
税
の
特
例
を
受
け
る

人
▽�

家
内
労
働
者
等
の
事
業
所
得
等

平

(

検
診
員
・
保
険
外
交
員
な
ど)

の
所
得
計
算
の
特
例
を
受
け

る
人

▽�

住
宅
ロ
ー
ン
税
額
控
除
を
受
け

る
人

　
申
告
を
し
な
か
っ
た場合

は
　

▽�

所
得
証
明
書
な
ど
の
交
付
が
で

き
ま
せ
ん
。

▽�

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽�

そ
の
ほ
か
、
市
営
住
宅
家
賃
や

保
育
料
の
算
定
な
ど
に
支
障

を
き
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
低
所
得
者
へ
の
簡
素
な
給

付
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
未
申

告
の
場
合
は
受
給
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　
平
成
25
年
中
に
給
与
、
賃
金
な

ど
を
支
払
っ
た
場
合
は
、「
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
」を
作
成
し
、

す
べ
て
の
受
給
者
に
交
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
給
与
支
払
報
告
書
」は
、

職
業
形
態
、
支
払
い
金
額
に
か
か

わ
ら
ず
、
平
成
26
年
１
月
１
日
現

在
、
受
給
者
の
住
所
の
あ
る
市
町

村
に
、
１
月
31
日
金
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
度
市
県
民
税

均
等
割
額
の
引
上
げ
　

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な

財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
、
個
人
市
県
民
税
の
均
等
割

の
税
率
が
10
年
間
に
限
り
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
、
全
国
的
に
緊
急
に
実

施
す
る
必
要
性
が
高
く
、
即
効
性

の
あ
る
防
災
・
減
災
等
の
た
め
の

施
策
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
平

成
26
年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
の

間
、措
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。（
市

民
税
５
０
０
円
、
県
民
税
５
０
０

円
、
計
１
０
０
０
円
の
引
上
げ
）

　
　
納
付
証
明
書
の
発
行

　
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

支
払
額
を
証
明
す
る
納
付
証
明
書

を
無
料
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
必
要
な
方
は
本
庁
税
務
課
、
ほ

け
ん
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
に
て

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。（
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
際
、

納
付
証
明
書
の
添
付
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

▽
税
務
課

　
☎
２
２
‐
３
１
４
８

　
お
５
５
‐
３
１
４
８

　
（
国
民
健
康
保
険
税
）

▽
ほ
け
ん
課

　
☎
２
２
‐
３
１
４
５

　
お
５
５
‐
３
１
４
５

　

�（
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
）



申　告

　

太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
し
、
売
電
に

よ
る
収
入
が
生
じ
る

場
合
に
は
、
次
の
と

お
り
申
告
が
必
要
で

す
。

①�

個
人
が
自
宅
に
設

置
し
た
太
陽
光
発
電

に
よ
る
余
剰
電
力

を
売
却
し
た
際
、
売

電
収
入
金
額
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い

た
残
り
が
あ
る
場
合

は
雑
所
得
と
し
て
申

告
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
店
舗
や
賃
貸
ア

パ
ー
ト
等
に
設
備
を

設
置
し
て
い
る
場
合

は
、
事
業
所
得
の
付

随
収
入
に
該
当
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②�

全
量
売
電
し
て
い

る
設
備
に
つ
い
て

は
、
償
却
資
産
の
申

告
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

☎
２
２
‐
３
１
４
８

お
５
５
‐
３
１
４
８
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太陽光発電による売電収入の申告について

　
固
定
資
産
税
（
土
地･

家
屋
・
償
却
資

産
）
は
、
１
月
１
日
現
在
、
所
有
者
と
し

て
登
記
（
登
録
）
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り

や
課
税
も
れ
を
防
ぐ
た
め
、『
名
寄
帳
証

明
書
』
を
取
得
す
る
か
、
毎
年
５
月
に
送

付
す
る
『
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
』
の

課
税
明
細
書
を
ご
覧
に
な
り
、
ご
自
身
の

固
定
資
産
と
の
照
合
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
中
に
お
い
て
次
に
該

当
す
る
物
件
が
あ
れ
ば
、
税
務
課
資
産
税

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽�

家
屋
の
新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し

▽�

未
登
記
家
屋
の
売
買
、
贈
与
等
に
よ
る

所
有
権
移
転

▽�

家
屋
の
用
途
変
更
（
住
宅
か
ら
店
舗
へ

の
変
更
な
ど
）

▽�

土
地
の
利
用
状
況
の
変
更
（
地
目
の
変

更
な
ど
）

ご自身の固定資産、しっかり把握していますか？

※�

家
屋
の
滅
失
も
れ
や
未
登
記
家
屋

の
所
有
権
移
転
な
ど
に
つ
い
て
は
、

届
け
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
誤
っ

て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

平成 2 ６年度償却資産の申告について
　
会
社
や
個
人
で
事
業
（
製
造
業
・
農
林
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
・
建
設
業
等
）
を
行
っ
て
い
る
方
で
、

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
阿
蘇
市
内
に
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に

よ
り
、
そ
の
所
有
状
況
を
１
月
31
日
ま
で
に
申
告

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
の

用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、
資
産
の
多

少
に
関
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

●�

償
却
資
産　
▽
構
築
物
（
舗
装
路
面
、門
、塀
、

広
告
塔
な
ど
）
▽
機
械
及
び
装
置
（
各
種
加
工

製
造
用
機
械
、
農
業
用
機
械
な
ど
）
▽
車
両
及

び
運
搬
具（
大
型
特
殊
自
動
車
な
ど
。
た
だ
し
、

自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る

も
の
に
つ
い
て
は
対
象
外
）
▽
工
具
器
具
及
び

備
品
（
商
品
陳
列
棚
、
パ
ソ
コ
ン
、
レ
ジ
ス
タ

ー
な
ど
）

●
申
告
方
法

　

�

12
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
「
償
却
資
産
申
告

書
」
に
、
所
有
し
て
い
る
資
産
を
ご
記
入
の
う

え
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
規

に
事
業
を
開
始
さ
れ
た
方
や
、
償
却
資
産
を
所

有
さ
れ
て
い
て
申
告
書
が
郵
送
さ
れ
な
か
っ
た

方
は
、
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限
お
よ
び
提
出
先

▽
提
出
期
限　
１
月
31
日
金
ま
で

▽
提
出
先　
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
係



税申告で障害者控除を受けられる場合があります
ほけん課 介護保険係　☎２２－３１４５　お５５－３１４５

申　請

　
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
場
合

で
も
、
次
に
該
当
す
る
方
で
、

か
つ
認
定
の
基
準
を
満
た
し
て

い
る
方
は
、
所
得
税
、
住
民
税

の
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
た
い
場
合
は
、

申
告
時
に
認
定
書
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
交
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
ほ
け
ん
課
介
護
保

険
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

認
定
書
の
対
象
者
（
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
人
）

①�

平
成
25
年
12
月
31
日
現
在

（
年
の
途
中
に
死
亡
し
た
場

合
は
そ
の
日
）
で
阿
蘇
市
の

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険

者
に
該
当
し
て
い
る
人

②�

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

て
、
認
定
基
準
を
満
た
し
て

い
る
人
（
要
支
援
は
非
該

当
）

③�

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

原
爆
症
認
定
書
等
を
所
持

し
て
い
な
い
人

障

市役所からのお知らせ
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●
認
定
の
基
準

　
基
準
に
基
づ
き
、
介
護
保
険

の
認
定
情
報
等
に
よ
り
審
査
し

ま
す
が
、
単
に
要
介
護
度
だ
け

で
な
く
、
身
体
の
障
害
の
状
態

及
び
認
知
症
の
状
態
に
よ
る
自

立
度
も
含
め
て
判
定
し
ま
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
認
定

書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
方
法

▼
申
請
者　
本
人
ま
た
は
親
族

▼�

持
参
物　
介
護
保
険
証
、
印
鑑

▼
申
請
先　
市
役
所
ほ
け
ん
課

※�

申
請
用
紙
は
ほ
け
ん
課
及
び

各
支
所
市
民
係
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

受
付
後
、
審
査
し
て
郵
送
で

交
付
し
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
も
っ
て
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口

で
の
即
時
交
付
は
で
き
ま

せ
ん
。（
10
日
前
後
の
期
間

を
要
し
ま
す
。）

介護保険の要介護認定を受けている方へ

《e-Tax をご利用の方へ》　証明書の有効期限は大丈夫？
市民課 戸籍係　☎２２－３１３５　お５５－３１３５

確　認

　
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
切
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？
電
子
申
告
（
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
）を
行
う
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●�

カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
有
効
期
限
で
は

あ
り
ま
せ
ん
！

　

�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）

に
格
納
さ
れ
て
い
る
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
は
、
有
効
期

間
が
３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
新

手
続
き
は
有
効
期
限
が
切
れ
る
３
ヶ

月
前
か
ら
受
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
電
子
証
明
書
有
効
期
限
の
確
認
方
法

▽�

電
子
証
明
書
発
行
時
に
交
付
し
た
「
電

子
証
明
書
の
写
し
」
Ａ
４
サ
イ
ズ
１
枚

に
期
限
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
公
的
個
人
認
証
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口

で
検
索
で
き
ま
す
。

●
電
子
証
明
書
更
新
手
続
き
方
法

　
お
使
い
の
住
基
カ
ー
ド
と�

顔
写
真
付
き

　

�

の
身
分
証
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）
を
持
参
の
う
え
、
市
民
課
ま

た
は
各
支
所
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
手
数
料
５
０
０
円

※�

電
子
証
明
書
更
新
と
住
基
カ
ー
ド
発
行

手
続
き
は
、
申
請
や
受
取
方
法
が
異
な

り
ま
す
。�

電



市税の延滞金と還付加算金の率の特例が見直されました
税務課 　☎２２－３１４８　お５５－３１４８

お知らせ

　
税
の
延
滞
金
と
還
付
加
算
金
の
率
の
特
例
が
見
直
さ
れ
、

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
最

近
の
低
金
利
の
状
況
か
ら
、
市
中
金
利
を
踏
ま
え
た
水
準
に
延
滞

税
の
割
合
の
特
例
を
見
直
し
た
も
の
で
す
。

市

市民の皆さまへ、大事なお知らせや制度などを紹介するコーナーです。
お問い合わせは各担当課までお気軽にどうぞ。（おはお知らせ端末の番号）City�information
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現　行
率 特例 特例適用時の

延滞金等の率

延滞金

納期限の翌日から
1か月を経過した日以後 14.6% 特例なし 14.6%

納期限の翌日から
1か月を経過する日まで 7.3% （特例基準割合） 4.3%

還付加算金 7.3% （特例基準割合） 4.3%

率 特例（※ 2） 特例適用時の
延滞金等の率

延滞金

納期限の翌日から
1か月を経過した日以後 14.6% （特例基準割合）＋ 7.3％ 9.2%

納期限の翌日から
1か月を経過する日まで 7.3% （特例基準割合）＋ 1％ 2.9%

還付加算金 7.3% （特例基準割合） 1.9%

※ H25.12.31 まで

※H26.1.1 から改正後

（※１） 現行の特例基準割合・・・各年の前年の 11月 30 日の日本銀行法第 15条第 1項第 1号の規定
により定められる商業手形の基準割引率（従来の公定歩合のこと）に、年 4％を加算した率

（※２）�改正後の特例基準割合・・租税特別措置法第 93条第 2項の規定により財務大臣が告示する率（各
年の前々年の 10月から前年の 9月までにおける国内銀行の新規の短期貸出約定平均金利の平均）
に、年 1％を加算した率

（※３）�特例基準割合を、平成 23年 10 月から平成 24年 9月までの国内銀行の新規の短期貸出約定平
均金利の平均に年 1％を加算した率で算出しています。（平成 25年中の率で算出）

広
告

（※ 1）

（※ 2） （※ 3）
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田空わがまち自慢
ＡＳＯ田園空間博物館では地域とタイアップした散
策イベントを随時開催しています。
地域活動を活発に行っている団体の取り組みを紹介
する「田空わがまち自慢」。第 6 回目は、坂梨地区を
中心に活動している「坂梨宿場會」のメンバーから
お話を伺いました。

愛
情
と
誇
り
が

持
て
る
地
域
に

　
住
地
域
の
良
さ
を
認
識

し
、
生
活
環
境
や
景
観

の
保
全
整
備
、
文
化
や
歴
史
、

遺
産
に
つ
い
て
の
研
修
、
保
存

と
再
生
再
現
を
実
践
し｢

自
分

た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
つ
く

る｣

と
い
う
意
識
の
高
揚
を
地

域
に
浸
透
さ
せ
、
郷
土
に
対
す

る
愛
情
と
誇
り
が
持
て
る
活
気

あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
と

し
、
平
成
11
年
に
坂
梨
の
有
志

16
名
で｢

坂
梨
宿
場
會｣

を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動

　
梨
宿
場
會
結
成
後
、
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
に

愛
着
が
持
て
る
よ
う
坂
梨
地
区

の
歴
史
を
学
ぶ
勉
強
会
を
継
続

的
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
毎
月
13
日
に
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
坂
梨

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

第 6 回

　
ま
た
、
結
成
当
初
か
ら
継
続

し
て
天
神
橋
周
辺
の
清
掃
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
、「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

た
ち
で
つ
く
る｣

を
実
践
し
て

い
ま
す
。
清
掃
活
動
の
ほ
か
に

も
景
観
の
保
全
活
動
と
し
て
、

坂
梨
宿
場
の
昔(
江
戸
時
代)

の
雰
囲
気
を
後
世
に
伝
え
、
ま

た
、
地
域
の
人
た
ち
・
子
ど
も

た
ち
が
夜
道
を
安
全
に
歩
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
各
家
々
に
常
夜
灯
の
設
置

に
も
取
り
組
み
、
そ
の
風
景
は

坂
梨
宿
場
町
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
あ
る
程
度
認
知
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災

害
で
、
残
念
な
が
ら
常
夜
灯
が

ほ
と
ん
ど
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
も
う
一
度
、
常
夜
灯
の

あ
る
ま
ち
な
み
を
取
り
戻
し
た

い
で
す
。

坂梨宿場會の皆さん

1
1坂梨宿場通り清掃活動の様子

居坂

広
告
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受付時間：平日１０時～１７時（事前予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１０５０円
・『多重債務』の相談 は 無料 地域の法律事務所として設立された公設事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　関塚 明子（せきづか　あきこ）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）
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田空では、楽しいイベントを開催中です！詳しくはwebで！ http://www.aso-denku.jp/
《問い合わせ》ＡＳＯ田園空間博物館総合案内所　☎３５‐５０７７

　
平
成
18
年
か
ら
、
年
に
２
回

程
度
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館

と
協
力
し
、
散
策
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
が
地
域
案

内
人
と
な
っ
て
坂
梨
宿
場
町
の

案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。
案
内

の
際
に
坂
梨
宿
場
町
の
良
さ
が

十
分
伝
わ
る
よ
う
宿
場
通
り
の

中
心
に
案
内
板
を
設
置
し
た

り
、
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
に
は

天
神
橋
、
天
神
社
、
子
安
観
音

な
ど
の
名
所
旧
跡
の
ほ
か
、
区

内
の
商
店
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
お
店
に
立
ち
寄
っ
て
食
べ

歩
き
な
ど
も
で
き
る
よ
う
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
続
け

て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平

成
18
年
３
月
に
は
『
く
ま
も
と

県
民
文
化
賞
』（
地
域
文
化
活

動
部
門
）
を
受
賞
し
、
平
成
25

年
３
月
に
は
坂
梨
宿
場
町
が
、

熊
本
県
内
に
残
る
歴
史
的
、
伝

統
的
な
町
並
み
、
後
世
に
残
す

べ
き
町
並
み
と
し
て
『
く
ま
も

と
歴
町
50
選
』
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
坂
梨
宿

場
町
の
歴
史
、
伝
統
的
な
町
並

み
を
後
世
に
残
し
て
い
け
る
よ

う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

マ
ッ
プ
を
通
し
て

地
域
に
情
報
発
信

　
梨
宿
場
會
で
は
、
自
分

た
ち
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
、
坂
梨
宿
場
町
で

起
き
た
出
来
事
や
活
動
報
告
を

毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

『
坂
梨
宿
場
史
跡
案
内
図
』
と

い
う
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
坂
梨

に
あ
る
歴
史
的
史
跡
や
立
ち
寄

り
処(

お
店)

を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
発
信
は
一

見
、
観
光
目
的
の
外
向
け
の
取

り
組
み
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
根
底
に
あ
る
の
は｢

自
分
た
ち
の
住
む
坂
梨
が
歴
史

あ
る
地
域
で
あ
り
、
住
ん
で
い

る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
と
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
坂
梨
に
住

む
人
、
そ
し
て
阿
蘇
市
民
に
坂

梨
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

た
く
さ
ん
の
人
に
共
有
し
て
も

ら
い
た
い
。｣

と
い
う
思
い
で

あ
り
、
坂
梨
宿
場
會
立
ち
上
げ

2

3

2阿蘇市をさるこ
う！案内のようす

3くまもと歴町 50
選の認定プレート

現

坂

広
告

時
か
ら
変
わ
ら
な
い
地
域
を
中

心
に
置
い
た
、
地
域
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
が
念
頭
に
あ
る
か
ら

で
す
。

こ
れ
か
ら
も

地
域
に
根
差
し
て

　
在
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢

化
が
進
み
、
後
継
者
不

足
が
一
番
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
若
い
人
に
も
坂
梨

宿
場
會
に
入
会
し
て
い
た
だ

き
、
若
い
力
で
新
鮮
な
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
も
っ
と
魅
力

あ
る
會
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
坂
梨
宿
場
町
に
は
歴

史
的
な
資
料
が
膨
大
に
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
は

な
か
な
か
読
ん
で
も
ら
え
な
い

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ

ら
の
資
料
を
ま
と
め
、
地
域
の

人
た
ち
に
坂
梨
宿
場
町
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
い
、
後
世
に
残

し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
に
根
差
し
た
活

動
を
続
け
、
坂
梨
に
住
ん
で
い

る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う

な
地
域
を
目
指
し
ま
す
。
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光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
じ
ん
化
工
事
実
施
中

　
市
で
は
災
害
に
強
い
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
二
重
化
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
、

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

●�

主
な
工
事
場
所　
▽
な
べ
づ
る

線
～
内
牧
停
車
場
線
▽
国
道

57
号
▽
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
▽
や

ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ

●
期
間　
２
月
末
ま
で

●
工
事
業
者　
日
本
コ
ム
シ
ス
㈱

問
阿
蘇
市
総
務
課�

情
報
管
理
室

　
☎
２
２
‐
３
２
５
３

　
お
５
５
‐
３
２
５
３

う
な
ぎ
の
採
捕
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た

　
う
な
ぎ
の
資
源
保
護
の
た
め
、

熊
本
県
内
全
域
で
、
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
、
う
な
ぎ
の
採
捕
が
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。

●
採
捕
禁
止
の
水
産
動
物

　
全
長
21
㌢
を
超
え
る
う
な
ぎ

●
禁
止
期
間　
３
月
31
日
ま
で

●�

禁
止
区
域　
熊
本
県
内
の
海
面

及
び
内
水
面

●�

対
象
者　
漁
業
者
・
遊
漁
者
を

含
む
全
て
の
人

※�

参
考　
従
来
か
ら
、
熊
本
県
内

水
面
漁
業
調
整
規

則
及
び
熊
本
県
漁

業
調
整
規
則
に
基

づ
き
、
年
間
を
通

じ
全
長
21
㌢
以
下

の
う
な
ぎ
は
採
捕

禁
止
。

※�

違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問�
熊
本
県
農
林
水
産
部
水
産
局

　
水
産
振
興
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
５
６

身
体
障
害
者

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

訓
練
生
募
集
中

●�

訓
練
内
容　
情
報
処
理
技
術
習

得
訓
練　
２
年
間

●�

訓
練
場
所　
身
体
障
害
者
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
益
城
町
）

●�

応
募
資
格　
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
の
申
込
み
を
し
、
高
校

卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
し

た
方
で
、
特
別
な
介
助
を
必

要
と
し
な
い
こ
と
な
ど

●
定
員　
10
人

●
募
集
締
切　
１
月
21
日
㈫
ま
で

●
費
用　
年
間
２
万
円
程
度

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
、

社
会
参
加
を
応
援
す
る
た
め
、
そ

の
指
導
者
と
な
る
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

●�

と
き　
２
月
１
日
㈯・８
日
㈯・

15
日
㈯
・
22
日
㈯
・
３
月
１

日
㈯

●�
と
こ
ろ　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本�

九

州
熊
本
事
業
部�

研
修
室
（
熊

本
市
中
央
区
桜
町
３
‐
１
）

●�

受
講
費
用　
３
万
２
５
０
０
円

※�

講
座
修
了
者
に
は
、
㈶
熊
本
さ

わ
や
か
長
寿
財
団
か
ら
５
千

円
の
補
助
が
出
ま
す
）

●�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w
w
w
.saw

ayaka.or.jp/
問�

㈶
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

求
職
者
支
援
訓
練

受
講
生
募
集

　
熊
本
労
働
局
で
は
、
求
職
者
支

援
訓
練「
Ｏ
Ａ
事
務
技
術
基
礎
科
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
失
業

中
の
方
を
対
象
に
厚
生
労
働
省
の

認
定
を
受
け
た
民
間
訓
練
施
設
で

の
訓
練
を
受
け
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目
指
す
制

度
で
す
。

　
受
講
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
求
職
申
込
み
を
行
い
、
職
業

お
知
ら
せ

募

集

農林水産大臣から感謝状が贈られました
　「統計の日」を記念して、農林水産省が実施する農林水産統
計調査に永年にわたってご協力いただいた方々に対し、その
功績を称え農林水産大臣から感謝状が贈られました。
　ことし阿蘇市からは、池田末廣さんが農業経営統計調査に
永年協力されたことにより受賞されましたのでご紹介いたし
ます。

池田末廣さん
（小池）

◎「統計の日」…１０月１８日は、昭和４８
年７月の閣議了解により、「統計の日」と定
められました。これは、統計の重要性につい
て、国民の皆様に関心と理解をもっていただ
き、統計調査に対する一層の協力を推進する
ことを目的に設けられたものです。
　この１０月１８日は、我が国における近代
産業統計の源である「府県物産表」に関する
太政官令が布告された明治３年９月２４日
を、太陽暦に換算した日が１０月１８日だっ
たことによります。
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火 災
件数 累計 前年同月比

建 物 0 件 7 件 ー件  　
林 野 0 件 4 件 1 件  増
車 両 1 件 4 件 2 件  増
その他 1 件 1 件 1 件  減

事 故
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数字 で阿 蘇 市 を
見 て み よ う

人の動き

（11月 30日時点）

件数 累計 前年同月比
発生事故 4 件 102 件 33 件  減
死 者 1 人 5 人  4 人  増
負傷者 5 人 148 人 46 人  減

人数・世帯 前月比
人 口 28,207 人 28 人 減
男 性 13,306 人 13 人 減
女 性 14,901 人 15 人 減
世 帯 11,240 世

帯 9 世
帯 増 相

談
を
経
て
訓
練
受
講
の
必
要
性

の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　
２
月
３
日
月
ま
で

●
訓
練
期
間　

　
３
月
７
日
～
６
月
６
日

●�

訓
練
会
場　
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
阿
蘇
校

（
阿
蘇
市
内
牧
２
５
７
）

●�

費
用　
入
学
金
や
受
講
料
は
無

料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
１
万
４
０
０
円
程
度
の

自
己
負
担

●�
訓
練
内
容　
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計

算
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎

知
識

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇(

申
込)

　
☎
２
２
‐
８
６
０
９

消
防
設
備
士
試
験

●
試
験
の
種
類

▽
甲
種
全
類

▽
乙
種
全
類

●
試
験
日　
３
月
16
日
日

●
試
験
地　
熊
本
市

●
願
書
受
付
期
間

　
１
月
22
日
水
～
30
日
木
ま
で

※�

電
子
申
請
は
１
月
19
日
日
～
27

日
月
ま
で

問�

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

今月号から、事故や火災、ごみの数値を掲載します。

　阿蘇市における事故や火災の防止啓発と、ごみ排出量
の抑制意識の高揚のため、今月号から「数字で阿蘇市を
見てみよう」の掲載をスタートしました。
　毎月の数字をご確認いただき、事故、火災の防止とご
みの排出量抑制に努めましょう。

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 623.1㌧ 21.1㌧  減
資源ごみ 79.6㌧ 11.5㌧  増
不燃ごみ 4.9㌧ 3.7㌧  増
1 人当たりの量 827㌘ 7㌘  減

※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り
組んでいます。

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）

試

験

確認しましょう！最低賃金

６６４円 時間額

問熊本労働局労働基準部賃金室 ☎ 096-355-3202

[ 発効日 ] 平成 25 年 10 月 30 日

熊本県のこれまでの最低賃金653円から11円アップ



広
告

阿蘇市内の小・中学校を紹介するコーナー

人
と
地
域
が
つ
な
が
る

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

　
生
徒
会
執
行
委
員
を
中
心

に
、
月
・
水
・
金
の
３
日
間
は

全
校
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
、火・

木
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
運

動
を
と
お
し
て
地
域
の
方
々
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
ｏ
原
稿
ス
ピ
ー
チ

　
全
校
集
会
や
生
徒
集
会
、
行

事
等
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
際
、

ノ
ー
原
稿
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
原
稿
を
覚
え
る
の

は
大
変
で
す
が
、
人
前
で
発
表

す
る
こ
と
へ
の
自
信
を
養
う
と

と
も
に
、
聞
い
て
い
る
人
を
見

な
が
ら
話
す
習
慣
が
身
に
付

き
、
卒
業
後
に
も
生
き
て
い
ま

す
。

全
校
合
唱

　

全
校
合
唱
は
生
徒
に
と
っ

て
、
み
ん
な
の
心
を
一
つ
に
す

る
と
て
も
大
切
な
時
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
に
昼
休
み
を

使
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
、
阿
蘇
郡
市
中
学
校
音

楽
会
、
阿
蘇
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
紅

葉
祭
（
文
化
祭
）
な
ど
で
す
ば

ら
し
い
歌
声
を
聞
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

自 慢 の 学 校
School of the pride ● ● ● ●

第３回 波 野 中 学 校

（所在地）阿蘇市波野大字波野 3748
（生徒数）４３人　（創立）昭和 22年　
（学校長）野田�文隆　（教頭）永田�裕通

広
い
視
野
を
持
ち
一
人
一
人
が
考
え
行
動
す
る

郷
土
を
愛
す
る
心
と
郷
土
へ
の
誇
り

　
神
楽
ク
ラ
ブ
は
中
江
岩
戸
神

楽
保
存
会
の
ご
指
導
の
も
と
、

毎
週
水
曜
日
、
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
神
楽
を

舞
う
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
お
り
、
意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
神
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
市
芸
術
祭
な
ど
で

披
露
し
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー
な
み

の
で
公
演
を
行
う
な
ど
、
地
域

と
の
交
流
も
深
め
て
い
ま
す
。
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阿蘇市在住。
絵や講演で活躍中。

絵・文　あべまりあ

「自然と共に遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感性
を豊かにする。阿蘇の大自然を守るためにも次代を担う若い人や子どもた
ちにもぜひ伝えたい！」と願い、あべさんが描かれた作品をお届けします。

大事にしたい、懐かしい阿蘇の生活 No.22
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阿蘇地区　東コース
１月２２日水・２月１９日水

山田公民館　　　　　　　
　13：35～ 13：50
下の原公民館　　　　　　
　14：00～ 14：15
西役犬原公民館　　　　　
　14：25～ 14：40
竹原公民館　　　　　　　
　14：50～ 15：10
猿渡製材所前　　　　　　
　15：20～ 15：35
坊中公民館　　　　　　　
　15：40～ 16：00
佐伯商会前　　　　　　　
　16：10～ 16：25

阿蘇地区　西コース
１月２１日火・２月１８日火

枳天満宮　　　　　　　　
　14：20～ 14：40
赤水駅前　　　　　　　　
　14：50～ 15：10
宮本酒店前　　　　　　　
　15：20～ 15：40
上の小屋前バス停　　　　
　15：50～ 16：10

一の宮地区
１月２３日木・２月２０日木

波野保健福祉センター　　
　10：40～ 11：10
坂梨公民館　　　　　　　
　13：30～ 13：50
古城公民館　　　　　　　
　14：00～ 14：20

※�冬季は、天候や道路状況により
巡回を中止することもあります
のでご了承ください。

282014.01 広報あそ 

オ ス ス メ 図 書 新 刊 案 内
あなたの知的好奇心『見たい！知りたい！』を満足させる
おすすめ本や話題の本など様々なジャンルの本をご案内します。

　直木賞受賞作『まほろ駅前多田便利軒』『まほろ駅
前番外地』につづく待望のシリーズ第３弾。まほろ市
で便利屋稼業を営む多田と行天。ある日、多田は行天
の元妻から子どもを無理やり預けられて困惑する。そ
の後なんとバスジャック？に巻き込まれてしまい…。

まほろ駅前狂騒曲 ▷三浦しをん著

　よろこぶ字、はげます字。筆ペンであそんでみた
ら、文字は生き生きとおどりだして、伝えたい気持
ちをそのまま届けてくれます。味わいのある「ゆる
文字」の書き方を、贈り物などの作成とともに紹介
します。こんなふうに書けたらステキ♡そんなあな
たに役立つ１冊です。

筆ペンで書くゆる文字―贈り物に、あいさつ状に、
最適な文字の形と季節の言葉― ▷宇田川一美著

　2020tokyo と書かれたカードを見た瞬間、日
本中が歓喜につつまれた９月８日。誰もが興奮を覚
えた朝でした。この本は、今から５０年前に開催さ
れた東京オリンピックの様子を伝えた「アサヒグラ
フ増刊 東京オリンピック」をほぼ同じ判型で復刻
したものです。半世紀前に日本で開催されたオリン
ピックはどのようなものだったのでしょうか。

『東京オリンピック』―アサヒグラフ復刻版―

　女の子に大人気のルルとララシリーズ。今回はど
んなお菓子が登場するのか楽しみです。メープルス
トリートにクリスマスがやってきます。ルルとララ
は、シュガーおばさんから、クリスマスのお菓子を
教えてもらうことに…。クリスマスのお菓子の簡単
レシピがもりだくさんの楽しいお話。

ルルとララのクリスマス ▷あんびるやすこ著

図 書 館 へ 行 こ う！
Aso�Library�News

問阿蘇図書館　�☎ 32-0067 ／一の宮図書館�☎ 22-2916

Library�Information

bookmobile 移 動 図 書 館

情 報

阿蘇図書館 (内牧 ) 休館のお知らせ

　２月３日月～８日土まで
蔵書点検のため休館します。
　休館中は、お電話での問い
合わせにもお応えできませ
んのであらかじめご了承く
ださい。なお、一の宮図書館
は通常どおり開館します。
　利用者の皆さまには大変
ご迷惑をお掛けしますが、ご
理解とご協力をお願いしま
す。

移
動
図
書
館
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
阿
蘇
図
書
館
☎
３
２
‐
０
０
６
７
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。



　

毎
年
恒
例
と
な
っ

た
火
山
と
環
境
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。
阿
蘇
郡

市
の
子
ど
も
た
ち
が

阿
蘇
に
つ
い
て
学
習

し
た
成
果
を
発
表
す

る
研
究
発
表
会
、
専
門
家
に
よ
る
講

演
や
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
阿
蘇
に
つ
い

て
再
発
見
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
皆
さ

ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
１
月
19
日
㈰

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

●�

と
こ
ろ　
阿
蘇
火
山
博
物
館
３
階

マ
ル
チ
ホ
ー
ル

●�

入
場
料　
無
料
（
※
駐
車
場
料
金

は
観
光
施
設
な
ど
に
設
置
の
チ
ラ

シ
を
ご
提
示
で
無
料
）

● 

内
容　

▽ 

ス
ペ
シ
ャ
ル
講
演
（
講
師
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
蘇
花
野
協
会
理
事

　
瀬
井　
純
雄　
氏

▽
研
究
発
表
会
（
発
表
者
）

　
阿
蘇
市
立
内
牧
小
学
校
５
年
生

　
西
原
村
立
河
原
小
学
校
６
年
生

　
熊
本
県
立
阿
蘇
中
央
高
等
学
校

▽ 

な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
（
子

ど
も
た
ち
の
火
山
や
阿
蘇
へ
の
疑

問
に
専
門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。）

問 
（
公
財
）
阿
蘇
火
山
博
物
館
久
木

文
化
財
団

☎
３
４
‐
２
１
１
１
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阿 蘇 世 界
文 化 遺 産
リレーコラム

守
っ
て
い
き
た
い

わ
が
ま
ち
の
景
観
と
人
々

西 原 村

　
山
の
西
に
広
が
る
高
遊
原
台
地
は
、
約
９
万

年
前
、
阿
蘇
火
山
の
一
員
で
あ
る
大
峯
火
山

の
噴
火
に
よ
り
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
阿
蘇
カ

ル
デ
ラ
は
こ
の
後
の
大
噴
火
で
形
成
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
遊
原
台
地
の
広
大
で
平
坦

な
形
状
は
、
粘
性
の
低
い
溶
岩
（
高
遊
原
溶
岩
）
が

ゆ
っ
く
り
と
大
量
に
流
出
し
た
こ
と
で
形
成
さ
れ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
高
遊
原
台

地
は
、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
断
層
運
動
に
よ
り
大

峯
火
山
と
１
０
０
㍍
近
く
ズ
レ
（
落
差
）
が
発
生
し

て
現
在
の
地
形
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
高
遊
原
台
地
で
は
、
溶
岩
台
地
の
水
は
け
の
良
さ

を
利
用
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
り
、

ま
た
、
平
坦
な
地
形

を
利
用
し
て
阿
蘇
く

ま
も
と
空
港
が
整
備

さ
れ
る
な
ど
、
火
山

活
動
や
断
層
運
動
と

い
っ
た
自
然
活
動
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

地
形
や
特
性
を
、
巧

み
に
利
用
し
て
き
た

人
々
の
生
活
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

大
峯
火
山
と
高
遊
原
台
地

俵 第 16 回

手前の山が大峯山。
その向こうに広がる高遊原台地

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指

す
「
阿
蘇
」。
そ
の
価
値
の
中

心
は
、
火
山
と
人
々
が
作
り
上

げ
た
「
阿
蘇
の
文
化
的
景
観
」

で
あ
り
、
こ
れ
を
き
ち
ん
と
保

全
し
て
い
く
こ
と
が
登
録
に
必

要
な
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
現
在
、
阿
蘇
郡

市
７
市
町
村
で
は
、「
阿
蘇
の

文
化
的
景
観
」
を
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
守
り
育
て
て
い
く

た
め
の
、「
景
観
計
画
・
景
観

条
例
」
の
制
定
に
向
け
た
準
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
で
地
域
別
検
討

会
を
実
施
し
、「
地
域
か
ら
見

た
阿
蘇
の
環
境
・
景
観
」
に
つ

い
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
で
も
引

き
続
き
、「
阿
蘇
の
文
化
的
景

観
」
と
し
て
守
っ
て
い
き
た
い

景
観
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

�世界遺産こぼれ話 「阿蘇の文化的景観」について次
回
の
コ
ラ
ム
は
「
阿
蘇
市
」
が
担
当
し
ま
す
。

広
告

第
８
回
火
山
と
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

阿
蘇
は
み
ん
な
の
宝
も
の



相　談

●１月１４日㊋　４ヵ月健診
●１月１４日㊋　もうすぐ 1歳児健診
●１月２１日㊋　３歳児健診
●１月２８日㊋　１歳６ヵ月健診
●３月　４日㊋　７～８ヵ月健診

●１月１２日㊐　一の宮整形外科　☎ 22-3911
●１月１３日㊊　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●１月１９日㊐　脇胃腸科　　　　☎ 32-2500
●１月２６日㊐　坂梨ハートクリニック　☎ 24-6262
●２月　２日㊐　たくもと小児科クリニック　☎ 34-2202
●２月　９日㊐　栗林内科医院　　☎ 24-1024

在宅医

健　診

心配ごと相談
●１月２３日㊍・２月６日㊍　　　
　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問社会福祉協議会　☎ 32-1127

年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
●１月１７日㊎　10:00 ～ 15:00　阿蘇市役所
●２月　５日㊌　10:00 ～ 15:00　農村環境改善センター
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503

こころの相談
●１月１４日㊋　13:30 ～ 16:00　阿蘇保健所
　問阿蘇保健所　☎ 32-0535

消費生活相談
●１月１５日㊌・２月５日㊌
　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市消費生活センター　☎ 22-3364

登記相談 ( 売買・贈与・相続等）
●１月１６日㊍　10:30 ～ 15:00　内牧支所
　問熊本地方法務局　☎ 096-364-2145

もの忘れ相談
●随時受け付けています。
　問地域包括支援センター　☎ 32-5122
　問阿蘇市ほけん課　☎ 22-3145

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●１月１５日㊌　ゆび編みをしてみよう
●１月２２日㊌　誕生会・親子クッキング
●１月２９日㊌　鬼の面を作ろう
●２月　５日㊌　体験保育・給食試食会

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●１月１４日㊋　エコクラフトでキーホルダー作り
●１月１７日㊎　英語で遊ぼう
●１月２１日㊋　絵手紙作り
●１月２３日㊍　誕生会・計測日
●１月２８日㊋　鬼の面作り
●１月３０日㊍　絵本講座
●２月　４日㊋　絵画教室
●２月　６日㊍　りんどう保育園給食試食会
●２月１０日㊊　楽器で遊ぼう

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●１月１１日㊏　お父さんと遊ぼう
●１月１５日㊌　英語で遊ぼう
●１月２２日㊌　誕生会・おはなし会・体験試食会
●１月２３日㊍　作って遊ぼう（鬼のお面）
●１月２９日㊌　ぴよぴよ豆まき会
●２月　５日㊌　計測・親子触れ合い体操
●２月　６日㊍　作って遊ぼう

※場所：一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

※�阿蘇中央病院夜間診療：毎週金曜19時～21時。

●１１日㊏　阿蘇市消防団出初式（農村公園あぴか）
●１１日㊏　第 39回阿蘇郡市民マラソン大会
　　　　　　（9:00 ～、阿蘇体育館）
●１２日㊐　阿蘇市成人式（阿蘇体育館）
●１９日㊐　第８回火山と環境シンポジウム
　　　　　　（13:00 ～、阿蘇火山博物館）
●２１日㊋　400 ｍ L 献血（阿蘇ライオンズクラブ主催）
　　　　　　（9:30 ～、内牧支所）
●２８日㊋　文化財防火デー阿蘇神社消防訓練
　　　　　　（14:00 ～、阿蘇神社）

行　事

１月

くらし
カレンダー
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野菜たっぷり牛丼・大根のそぼろ煮

井手 秀
しゅうき

輝さん（24歳）（住所：宮地）

FRESH  MAN

D a t a
●エネルギー 450kcal　●たんぱく質 22.6 ｇ　
●脂 質 11.9ｇ　●カルシウム 52mg　●塩分2.4ｇ

食生活改善推進員協議会

材　料（４人分）
【やさいたっぷり牛丼】
●牛肉 280g　●レタス 80g　●キャベツ 80g　
●トマト 80g　●マヨネーズ 適量　●三温糖A 大さじ１と 1/3
●濃口しょうゆA 大さじ１と 1/2　●みりんA 小さじ１と 1/2
●紅しょうが 適量　●ごはん 440g（栄養価は一人 110㌘の場合です）

【大根のそぼろ煮】
●ダイコン 320g　●ニンジン 40g　●鶏ひき肉 60g
●三温糖B 小さじ１　●みりんB 小さじ１　
●味噌B 小さじ１　●油 小さじ１

地

産地消

C� ooking!

〔趣味〕ギターとラジコン　〔特技〕運動　
〔好きな言葉〕　友情・努力・勝利
〔好きな女性のタイプ〕　気が合う人
〔�阿蘇の好きなところ〕　景色がキレイ

Ｑ．仕事の内容　
　　　�建築材料の配達
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること
　�　　丁寧に仕事をすること

阿蘇市役所公式フェイスブック 阿蘇の風景で心ほっこり

作 り 方
【やさいたっぷり牛丼】
❶�フライパンで牛肉に火を通し、Aを加え炒め煮にする。
❷レタス、キャベツ、トマトは食べやすい大きさに切る。
❸�ごはんを丼に盛り、その上に❶、❷を盛り付け、マヨネーズをかける。
❹紅しょうがを添えて出来上がり。

【大根のそぼろ煮】
❶�ダイコンは厚いいちょう切り、ニンジンは乱切りにし、

鍋で３０分程度煮る。
❷フライパンに油をしき、鶏ひき肉をいためる。
❸�ダイコンがとろりと柔らかくなったら、❷とBを加えてさらに煮る。
❹器に盛り付けてできあがり。

㈱古木常七商店�勤務

野菜は胃の中で消化されるまで２～３時間
かかり、エネルギーが低くても腹持ちがよ
いのです。▷間食をしなくても次の食事ま
でお腹が空きにくくなりますし、食べたと
きの満足感も大きくなります。▷葉菜と根
菜、色の濃い野菜と薄い野菜をバランスよ
く摂ることが、野菜のよいところを活かす
コツとなります。

さわやか

フレッシュマン
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※ 2 品の合計
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問一の宮保健センター　☎ 22-5088

322014.01 広報あそ 




